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設計における問題点

提案段階におけるシステム設計

手法・ツールの提案による解決

１．要求設計間のトレーサビリティが明確に確
保できていない（設計理由が明確にされていない）
２．基盤設計時間が短い
基盤系設計要件は最後に決まり、比較的早くに
設計を求められる。（要求設計間の依存関係のミス
マッチ）

３．非機能要件の抽出、設計の難しさ

１．要求設計間の一貫性の確保：達成目標と機能
の対応を一意にする手法ＫＡＯＳを利用する
２．要求手戻りの削減：アクター間の意図を考慮し
てゴール分析を行う手法i*、要求の網羅性を向上
する手法ARM*を利用する。
３．品質駆動プロセス：要求段階から非機能要件を
考慮するため、リスク分析手法ＨａＺｏｐ、設計段階
の品質駆動設計手法ＡＤＤ＋ＡＴＡＭを利用する。

維持メンテナンス性
が高いシステム

オペレーションの
簡略化

維持対象数
が少ない

業務
オペレーション

システム
メンテナンス

バックアップ 
/リストア ＡＰ HW/MW

責務の
割当

要求 

機能 

△
運用:‐
性能:‐

コスト:
＋

テープ
バックアップ

○コスト:‐運用:＋
性能:＋

パターン１：
リモートコピー

評価デメリットメリット対応方法

トレードオフ分析 

運用性

品質
特性

業務開始までに

バックアップが

完了する

シナリオ

品質評価シナリオ インフラパターン 
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■品質特性
可用性 RTO１日
性能　 ＋ 

品質特性を中心に
アーキテクチャーを決定する

「ADD、ATAM、インフラパターン」

決定した
アーキテクチャーを反映i* Framework

⇒アクター間の意図(Intention)を考慮した
　ゴール指向分析手法

ARM*（i*と互換モデル）
⇒アクター間の要求の網羅的抽出法

要求分析 アーキテクチャー設計

理由を明示しながら理由を明示しながら
要求分析から設計まで要求分析から設計まで

一貫したプロセスを提供する一貫したプロセスを提供する

ＡＤＤ
⇒品質駆動設計

HaZop
⇒ガイドワードを
用いたリスク分析法

運用者

利用者 運用を
楽にしたい

維持 
メンテナンス 

申請業務

申請 
受付 

信頼性

申請
する

運用性
‐

＋

高速
バックアップ

申請
システム

テープ
バックアップ

‐

AsIs

ToBe

要求抽出、ゴール分析/決定
リスク分析　「ＡＲＭ*、i*、HaZop」

ATAM　⇒トレードオフ性を考慮した
              アーキテクチャー分析方法

⇒品質特性で整理した
パターンリスト

要求-設計間のトレーサビリティを考慮した
提案時方式設計法

㈱ＮＴＴデータ        　　　松永振一郎 (matsunagasn@nttdata.co.jp)

KAOS
⇒達成目標と機能の対応を
一意にする手法ＫＡＯＳ

要求⇒機能へ分解
基盤実装の責務割当

「KAOS」


